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2026年度（第 23回）

いわふね自然愛好会総会議案書

日 時 2026年 1月 31日（土） 午前 9時 00分 開会

会 場  村上市教育情報センター  1階

                  視聴覚ホール                   

氏名
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次第

Ⅰ 開会・あいさつ

Ⅱ 議長選出

Ⅲ 報告事項

（１） 報告第 1 号 2025 年度 会員の入会、退会について

（２） 報告第 2 号 寄付、寄贈、その他について

Ⅳ 議事

（１） 第 1 号議案 2025 年度事業報告並びに収支決算の承認について

1 2025 年度事業報告

2 2025 年度会計収支決算報告

（２） 第 2 号議案 2026 年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について

1 2026 年度事業計画（案）

2 2026 年度会計収支予算（案）

（３） 第 3 号議案 2027 年度からの会費について（案）

（４） 第 4 号議案 役員の改正について

役員（2026-2027 期）

Ⅴ その他               

（１） その他

・宿泊研修の連絡とお願い

・事務局からのお願い

      アンケート未提出な方はアンケートを提出

    ライングループに入ってほしい

Ⅵ 閉会あいさつ

  

（記念撮影）



２

Ⅲ 報告事項

（１） 会員の入会、退会

（※入会は入ったときから会員となり、退会は申し出た年度では「申し出」となり退会は次年度

以降となる。ただし、申し出があった場合、案内等は原則として出さない。）

① 2025 年当初会員数 76 名 （2025．1.18 総会時）

      

② 2025 年 退会    13 名 （2025．1.18 総会時 8 名）

佐藤、山口、渡辺由、渡辺和、板越、齋藤美、近、 佐藤里

（村上）（村上）（荒川）（関川）（荒川）（村上）（神林）（神林）

金子   南波里  浅井

（関川）（神林） （新潟）

古山 （山北）（退会申し出後にご逝去）長谷川（神林）（12 月 14 日にご逝去）

③ 2025 年 新規入会 1 名

中村 直

（村上）

④ 2025 年 12 月 31 日現在会員数  64 名（予定）（① — ② ＋ ③）

（申し出の人）

内訳

村上地区 29 名  山北地区 4 名 朝日地区 10 名  神林地区 3 名

荒川地区 8 名  関川村 1 名  粟島浦村 2 名  新発田市 2 名

新潟市  1 名  胎内市 1 名

※2024 年からの休会 3 名   2026 年からの休会 1 名  小林恵

鎌田、山崎、瀬山

したがって、2026年度 1月 1日の会員数は 61名

（２） 寄付・寄贈等

本間 文祐さん            3,000 円

2025 年 退会申し出   3 名

板垣、金田、竹内

（山北）（新発田）（村上）
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Ⅳ 議 事

⑴ 第 1 号議案

1 2025 年度事業の報告

①会議 全 13 回

実施日時 実施内容 会場等

1 月 8 日（水）9:00~ 第 1 回三役会

・2025 年度総会運営等

村上市教育情報センター

2 階 会議室Ａ

      出席 5 名

1 月 18（土）13:00～ 総会

報告事項

議事

・2024 年度事業報告並びに収支決算

・2025 年度事業計画並びに収支予算案

・その他

村上市教育情報センター

2 階 多目的研修ルーム

出席 27 名

2 月 19 日（水）9:00～ 第 2 回三役会

・前期の事業細案について

・活動・連絡網・文書配布等の分担

村上市教育情報センター

2 階 会議室 A
出席 5 名

3 月 13 日（木）9:00～ 第 3 回三役会

・宿泊研の細案検討（粟島の会員に連絡）

村上市教育情報センター

2 階 会議室 A
出席 5 名

6 月 5 日（木）9:00～ 第 4 回三役会

・宿泊研の申し込み状況確認

・下見会の検討

村上市教育情報センター

2 階 会議室 A
出席 4 名

7 月 10 日（木）9:00～ 第 5 回三役会

・第１回役員会提案議題の検討

・前期事業の中間総括について

・後期事業の推進について

・その他

村上市教育情報センター

2 階 会議室 A

出席 5 名

7 月 19 日（土）9：00～ 第１回役員会

・前期事業の中間総括について

・後期事業の推進について

・その他

村上市教育情報センター

2 階 会議室 B

      出席 9 名

8 月 4 日（月）9：00～ 環境フェスタに関わる話し合い① 村上市教育情報センター

2 階 会議室 B
      出席 8 名

8 月 20 日（水）9：00～ 環境フェスタに関わる話し合い② 村上市 マナボーテ

3 階 創作室

      出席 8 名

10 月 20 日（月）9:00～ 第 6 回三役会

・2026 年度事業計画（案）、会計（案）

・その他

村上市教育情報センター

2 階 会議室 A
出席  5 名

11 月 14 日（金）9:00～ 第 7 回三役会

・2025 年度会務報告について

・2025 年度事業の総括、会計報告について

・2026 年度事業計画（案）、会計（案）

・その他

村上市教育情報センター

2 階 会議室 A
      

出席 4 名
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12 月 2 日（火）

10：00～
監査会

2025 年度決算の監査

村上市教育情報センター

ロビー

斎藤ふ、相馬、安達

12 月 6 日（土）13:30～ 第 2 回役員会

・2025 年度会務報告について

・2025 年度事業の総括、会計報告について

・2026 年度事業計画（案）、会計（案）

・その他

村上市教育情報センター

2 階 会議室 B
      

出席 10 名

②研修会

実施日時 実施内容 会場等

1 月 18 日（土）15:00~ 演題

「まさかの気象異常と岩船地域の地形・地

質 」

     講師：梅田 温美（会長）

村上市教育情報センター

2 階・会議室 AB
参加者 会員 27 名 一般（7）名

いわふね新聞社、村上新聞社

6 月 29・30 日（日・月） 宿泊研修会

粟島

担当：本保銀・川村

参加者 15 名

③観察会  

実施日時 実施内容 会場等

3 月 30 日（日）

9:00～12：00
神林地区 お幕場～大池自然観察会

＊下見会①3/19（水）②3/24（月）下見の下見

3/3（月） 河、安、川、木（4 名）下見 3/24
河、田、工、関、安、中 （6 名）

集合：お幕場駐車場

参加者 会員 10 名、一般 3 名

担当：木村・長谷川

4 月 20 日（日）

9:00～15：00
村上地区 いこいの森自然観察会

＊下見会①4/11（5 名）（金）②4/14（月））

下見の下見 河、工、田

雨天により中止

集合： いこいの森駐車場

参加者 会員  名 一般  名

担当：関・伊与部

5 月 25 日（日）

9 :00～12：00
朝日地区

天蓋高原高根交流広場自然観察会

＊下見会①5/16（金）（7 名）①5/19（月）

下見の下見 4/24（2 名）

集合：交流広場駐車場

参加者 会員 13 名 一般 1 名

案内：鈴木ご夫妻

担当：本間繁・高橋一

9 月 21 日（日）

9:00～12：0015：00
関川村 鷹ノ巣周辺自然観察会

   （観音寺公園に変更）

下見の下見 9/8（月）金子ハ、田川、安達、中

村イ

＊下見会①9/11（木）金子ハ、森川、河内、田

川、中村イ

集合： 丸山大橋駐車場

参加者：会員 16 名、一般 2 名

担当：齋藤志・森川・金子一

10 月 19 日（日）

9:00～15：00
山北地区 山熊田・中継自然観察会

下見の下見 6/7（土）富樫俊、安達、中村イ。

下見会①10/6（月）梅田、富樫俊、金子武、河

内、安達、田川、中村イ。

集合：村上市山北支所

参加者：会員 12 名

担当：富樫俊・増子正

10 月 29 日（水）

9:00～13：00
来年度の観察会の下見の下見

（旧出羽街道）

集合：コメリ駐車場

参加者：河内、田川、中村直、

中村い
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④学習支援

実施日時 実施内容 会場等

3 月 29 日（土） 山元遺跡周辺観察会

主催は教育委員会で共催の形

打ち合わせ：3/14 富、中（2 名）

場所：山元遺跡周辺

参加者 会員 12 名、まち協 7 名

一般 7 名、教委 2 名

5 月 8 日（木） 朝日みどり小

3.4 年理科学習支援

５月 3 日（土）下見（河内、安達、工藤、渋

谷）

場所：朝日みどり小周辺

3.4 年生 17 名

講師 河内

5 月 9 日（金） 理科センター研修会

4 月 28 日（月）下見 河内

場所：瀬波海岸

参加者 4 名

講師 河内

5 月 13 日（火）

9：15～11：00
いこいの森で春を見つけよう 村上小学校 1 年生 40 名、担任

２名、介助職員、保護者数名

河内、田川、斉藤ふ、安達、中村

イ

６月 26 日（木）

8：00～17：00
三面川の生物調査（環境モニタ）

同定と報告書の作成

場所：三面川 20 か所

参加者：組合員 5 名

講師：富樫繁

6 月 28 日（金）

10：30～11：30
瀬波海岸の植物観察会

下見：6/12（木）9：00～12：00 小嶋、 河

内、斎藤ふ、田川、中村 5 名

村上中等教育学校 69 名担任 2
名、＋補助の方 小嶋（会員外）、

河内、斉藤ふ、中村

7 月 3 日（木）

9：00～
予備日 7/9，7/11

荒川生物調査

羽越河川国道事務所

場所：荒川橋下手

平小 40 名、引率とスタッフ

講師：富樫繁

7 月５日（土）

13：00～
予備日 7/6，7/13

高根川の生物調査

（全国生物教育研究会新潟大会のリハー

サル）（8 月 10 日 10：00～が本番）

場所：高根川関口橋

中等教育学校生物部 5 名引率 2
名

講師：富樫繁

8 月 10 日（日）

10:00～
高根川の生物調査（本番）

降雨で高根川関口橋での生物観察はできな

かったので、代わって笹川流れの案内。

参加者 12 名 スタッフ 4 名 計

16 名

講師：富樫 繁

10 月 1 日（水） アカハネバッタ保全活動

塩谷海岸のプラゴミ拾い

参加者内訳

平林小 48 名（児童 42, 先生 6）
森林管理署 8 名 村上振興局 1 名

村上市環境課 1 名 塩谷総区長・役員 5 名

塩谷海岸

いわふね自然愛好会 10 名

10 月 4 日（土） アカハネバッタ保全活動

外来植物の駆除  参加者内訳

チョウ類保護協会 11 名（会員 1,山大学生

10）
森林管理署村上支署 7 名

新潟県環境課 1 名

村上市環境課 1 名

塩谷海岸

いわふね自然愛好会 4 名

10 月 15 日（水）

10～11 時

「三面川の特徴と生き物、水生昆虫」（pp
（パワーポイント）による授業）

（BSN では 三面川のサケについて特集

を組むようで南小の学習の一環として 今

・南小 4 年 48 名 先生 3 名

BSN スタッフ 3 名

講師：富樫 繁
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次の授業の様子も紹介するとのこと）

10 月 17 日（金） いこいの森で秋を見つけよう 村上小学校 1 年生 40 名、担任

２名、介助職員、保護者数名

河内、工藤、斉藤ふ、安達、中村

イ

⑤親睦会

実施日時 実施内容 会場等

1 月 18 日（土）

17：00～
親睦会  平内：田端町 3-41（タウンホテ

ル村上）

会費：5000 円

出席 15 名

担当：安達・河内

⑥山居山周辺自然調査   （のべ 98 名の参加）

  実施日時

（第 2・4 水曜）

実施内容 会場等

下見 3/1
3 月 5 日（水）

（特別で第１水）

3 月 26 日（水）

4 月 9 日（水）

4 月 23 日（水）

5 月 14 日（水）

5 月 28 日（水）

6 月 19 日（木）

（11 日（水）を変更）

6 月 25 日（水）

7 月 9 日（水）

7 月 23 日（水）

9 月 10 日（水）

9 月 24 日（水）

10 月 8 日（水）

10 月 22 日（水）

11 月 12 日（水）

11 月 26 日（水）

12 月 10 日（水）

4 名（河、安、田、中）

１回 12 名（佐和、中直、梅、河、本、工、渋、横、田、安、

清、中）                                       

２回 8 名（関、河、渋、田、横、安、中）現地調査    名

３回 7 名（河、工、田、冨、松、安、中）

４回 2 名（河、中）

５回 6 名（河、横、冨、田、関、中）

６回 6 名（横、河、冨、田、工、中）

７回 5 名（関、河、安、工、中）

８回 6 名（横、河、安、本、小、中）

９回 6 名（横、河、安、田、冨、中）

１０回 6 名（横、河、工、安、田、中） （ ）

１１回 3 名（河、安、中）  名（ ）

１２回 7 名（河、工、安、田、関、伊、中）  名（ ）

１３回 3 名（河、田、中） 名（ ）

１４回 4 名（河、安、関、中）

１５回 4 名（河、松、安、田）

１６回 4 名（河、松、安、中）

１７回 5 名（河、関、松、田、中 ）

山居山周辺

情報センター

山居山周辺

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

佐和：佐藤和、中直：中村直、梅：梅田、河：河内、本：本間繁、工：工藤、渋：渋谷、横：横山、

田：田川、安：安達、清：清水、小：小田、伊：伊与部、松：松本、中：中村イ

※植物班では冬芽も見たいということで、11 月 26 日（水）、12 月 10 日（水）を追加した。

⑦会報発行

2 月 8 月

第 61 号（2024 年 8 月～2025 年 2 月までの動

き）

第 62 号（2025 年 3 月～2025 年 7 月までの動

き）
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⑧環境保全活動 ・

・アカハネバッタ関係  （学習支援の活動に入れた。）

※環境省の許可を受けた少人数で実施（5～9 月に各 1 回）の計画だったが許可が下りなかったので実

施できなかった。

（各月の第 1・3 週の水曜日に実施（天候によって前後に変更））

実施日時（水曜奇数週） 実施内容 場所等

5 月～11 月 アカハネバッタ生態調査と保全活動 塩谷海岸（砂丘・国有林・県有地）

環境省の許可が下りなかったので、プラ

ゴミ拾いと外来植物の駆除以外はできな

かった。

⑨環境保護支援活動（要請に応じて：参加可能な方がいたら支援していく。）

・マダラナニワトンボ関係

実施日 実施内容 場所等

6 月 14（土）・15（日）

9：30～16：00
マダラナニワトンボ生育池の保護活動

日本トンボ学会と県内有志で実施

村上市高根「みもとの池」「松の

木平の池」ほか

会員の参加は皆無。

9 月 同上（案内なし） 同上

・環境フェスタへの参加

実施日 実施内容 場所等

10 月 3（金）

13：00～15：00
環境フェスタの準備 神林環境改善センター

参加者：

梅田、川村、横山、工藤、河内、

田川、安達、中村い

10 月 5 日（日）

9：00～15：00
環境フェスタの当日当番・説明

後片付け

環境フェスタにたくさんの人が参加して

ほしい。

神林環境改善センター

ブース担当者：

梅田、川村、横山、工藤、河内、

田川、安達、中村直、中村い



１　一般会計

比　較

　１　会  　 費 △ 11,000

0

10,000 基金特別会計より

12,661

11,661

比　較

32,204

△ 1,000

△ 28,262

①研修費 △ 17,980

宿泊研修要項・資料印刷代　3,300円

②観察会 △ 4,482 観察会保険料（下見会通年分含む）7,500円

観察会案内・会場借用謝礼3,258円

③会　 報 △ 5,800

会報第62号印刷代　5,400円

④調査費 0 山居山の調査保険料（16回）

　４  雑　    費 4,848

△ 2,000

5,790

8

10,000

２０２５年度　いわふね自然愛好会会計決算報告　

　(1)　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　 　　　　　       　　　　　　　　　　　      　　　　(単位：円)

区　　　分 予算額 執行額 説　　　　　　明

72,000 61,000 ５５＋６[過年度分］

　　　　　　　　　　　       　　　　　※既入金　６名

観察会・一般会費 1,200円 粟島研修残金540円

　２　繰 越 金 61,751 61,751 前年度繰越金  

　４　雑 収 入 5,249 17,910 寄付：本間文祐様 3,000円　　　利子252円

  ３　繰 入 金 0

合　　計 139,000 150,661

山元山・アカハネ会計残金 12,918円

　(2)　支出の部

区　　　分 予算額 執行額 説　　　　　　明

　２　会 議 費 1,000 0 会議費

　３　事 業 費 76,000 47,738

　１　事 務 費 30,000 62,204 会議資料等印刷代 22,694円　　手数料440円

郵送料32,010円　　消耗品7,060円　　

30,000 12,020 講演会5,310円

環境フェスタ掲示資料印刷等3,410円

18,000 13,518

観察会案内・要項印刷代2,760円　　　　　　　　　　　

16,000 10,200 会報第61号印刷代　4,800円

　５　予 備 費 2,000 0

12,000 12,000

30,000 34,848 ホームページ維持費（ 2025年から3年分）

　　　　　　　　　収入　１５０，６６１円　－　支出　１４４，７９０円　＝　５，８７１円

合　計 139,000 144,790
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（2）第 2 号議案 2026 年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について

1 2026 年度事業計画（案）

①会議

実施日時 実施内容 会場等

1 月 7 日（水）9:00~ 第 1 回三役会

・2026 年度総会運営等

村上市教育情報センター

2 階 会議室 B
      出席 5 名

1 月 31（土）9:00～
（前日準備 30 日 15：00
～）

8：30～準備・受付

9：00～10：50 総会

11：00～12：00 講演会

13：00～懇親会

総会

報告事項

議事

・2025 年度事業報告並びに収支決算

・2026 年度事業計画並びに収支予算案

・その他

（その後、講演会・懇親会）

村上市教育情報センター

1 階 視聴覚ホール

・マイク等の操作

・パソコン準備

出席   名

2 月 18 日（水）9:00～ 第 2 回三役会

・前期の事業細案について

・活動・連絡網・文書配布等の分担

村上市教育情報センター

2 階 会議室 A
出席  名

3 月 12 日（木）9:00～ 第 3 回三役会

・宿泊研の細案検討（秋田県にかほ市方面）

村上市教育情報センター

2 階 会議室 A
6 月 4 日（木）9:00～ 第 4 回三役会

・宿泊研の申し込み状況確認

・下見会の検討

村上市教育情報センター

2 階 会議室 A
出席  名

7 月 10 日（金）9:00～ 第 5 回三役会

・第１回役員会提案議題の検討

・前期事業の中間総括について

・後期事業の推進について

・その他

村上市教育情報センター

2 階 会議室 A

出席 名

7 月 18 日（土）13:30～ 第１回役員会

・前期事業の中間総括について

・後期事業の推進について

・その他

村上市教育情報センター

2 階 会議室 B

     出席  名

10 月 19 日（月）9:00～ 第 6 回三役会

・2027 年度事業計画（案）、会計（案）

・その他

村上市教育情報センター

2 階 会議室 A
出席  名

11 月 13 日（金）9:00～ 第 7 回三役会

・2026 年度会務報告について

・2026 年度事業の総括、会計報告について

・2027 年度事業計画（案）、会計（案）

・その他

村上市教育情報センター

2 階 会議室 A
      

出席  名

12 月 5 日（土）13:30～ 第 2 回役員会

・2026 年度会務報告について

・2026 年度事業の総括、会計報告について

・2027 年度事業計画（案）、会計（案）

・その他

村上市教育情報センター

2 階 会議室 B
      

出席  名
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②研修会

実施日時 実施内容 会場等

1 月 31 日 （ 土 ）

11:00~12：00
演題

「塩谷砂丘の生きものたちと保全 」

     講師：富樫 繁（前会長）

村上市教育情報センター

1 階 視聴覚ホール

参加者 会員  名 一般（ ）名

7 月 12・13 日（日・月） 宿泊研修会

秋田県にかほ市 担当：川村・中村

③観察会  

実施日時 実施内容 会場等

4 月 5 日（日）

9:00～15：00
村上地区 山居山自然観察会

＊下見会①3/26（木）②3/27（金）

集合： 羽黒神社社務所前

駐車場：村上体育館等

担当： 関、伊与部

5 月 24 日（日）

9:00～15：00
荒川地区 高坪山観察会

＊下見会①5/11（月）②5/12（火）

集合：登山口駐車場

担当：森川、田川

6 月 28 日（日）

9 :00～15：00
神林地区 要害山観察会

＊下見会①6/15（月）①6/16（火）

集合：要害山トイレ前

担当：木村、田中

9 月 27 日（日）

9:00～15：00
朝日地区 大場沢城址周辺自然観察会

＊下見会①9/11（金）②9/16（水）

集合： 普済寺駐車場

担当： 相馬、本間

10 月 18 日（日）

9:00～15：00
山北地区 旧出羽街道自然観察会

※トイレはみどりの里等で済ませておく。

下見会①10/5（月）②10/6（火）

（ヒルがいるという情報アリ）

集合： 葡萄スキー場駐車場

担当： 増子正、富樫俊

④学習支援（例年の実績から予想される事業）

実施日時 実施内容 会場等

3 月 日（ ） 山元遺跡周辺観察会（仮） 山元遺跡

月 日（ ） 瀬波海岸の植物観察会 村上中等教育学校  名

月 日（ ） 瀬波海岸の植物観察会 瀬波小学校○年   名

月 日（ ） かご山（要害山）登山 平林小上学年  名、職員 名

月  日（ ） 小中学校教員研修会（主催：理科センター） 会場： 参加 名 講師：

月  日（ ） 種川の水生生物 年  名、職員  名

月  日（ ） 種川の生き物探検隊（主催：イヨボヤ会館） 参加者 名, スタッフ 名

講師：富樫繁春

月 日（ ） 荒川の水生生物（調査）（主催：羽越河川国

道事務所）

保内小 4 年 名、職員 名、スタ

ッフ 名    

月 日（） 荒川の水生生物（調査）（主催：羽越河川国

道事務所）

関川小 4 年 名、職員 名、スタ

ッフ 名    

月 日（） 地本湧水の生きもの（イバラトミヨ）観察会 乙小   胎内小 中条小

⑤親睦会

実施日時 実施内容 会場等

1 月 31 日（土）

13：00～15：00
※今年はランチ会で。

親睦会（アルコールもアルコールなしでも

OK）（昼間に、雪があっても多少ならい

い？）

扇屋

会費：アルコールあり 5000 円

   アルコールなし 4000 円

  担当：安達・梅田
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⑥パイン・バレー周辺自然調査（神林・松沢）毎月第２・第４水曜日

  下見の下見 2025 年 10/22 参加者：河内、関、安達、中村イ。

  実施日時

（第 2・4 水曜）

実施内容

（植物班、水生生物班、野鳥班）？

会場等

3 月 11 日（水）

3 月 25 日（水）

4 月 8 日（水）

4 月 22 日（水）

5 月 13 日（水）

5 月 27 日（水）

6 月 10 日（水）

6 月 24 日（水）

7 月 9 日（木）※

7 月 22 日（水）

9 月 9 日（水）

9 月 24 日（木）※

10 月 14 日（水）

10 月 28 日（水）

11 月 11 日（水）

１回話し合い（活動計画・予算など）

２回   現地調査    名（ ）

３回  名（ ）〃

４回  名（ ）〃

５回      〃

６回  名（ ）〃〃

７回  名（ ）〃

８回  名（ ）〃

９回  名（ ）〃

１０回  名（ ）〃

１１回  名（ ）〃

１２回  名（ ）〃

１３回  名（ ）〃

１４回      〃

１５回  名（ ）〃

情報センター

パイン・バレー周辺

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

※の所は特別に（水）でない。

⑦会報発行

2 月 8 月

第 63 号（2025 年 8 月～2026 年 2 月までの動

き）

第 64 号（2026 年 2 月～2026 年 7 月までの動き）

※会報発行について：年２回の発行とする。

⑧環境保全活動

・アカハネバッタ関係

※環境省の許可を受けた少人数で実施（5～9 月に各 1 回）

（各月の第 1・3 週の水曜日に実施（天候によって前後に変更））

実施日時（水曜奇数週） 実施内容 場所等

5 月～12 月

数名で実施

アカハネバッタ生態調査と保全活動

富樫繁春前会長を中心で進める。

塩谷海岸（砂丘・国有林・県有地）

10 月 1 日（木） プラゴミ拾いなど生息地の環境保全の活

動

学校・地域などのボランティアを

含め、幅広く開催

・環境フェスタ

  月   日 環境フェスタの中身についての話し合い

10 月  日 2026 年度環境フェスタ in 村上

テーマ：～の自然紹介（植物・鳥類など）

（山居山の豊かな自然について？）

村上市ふれあいセンター

担当：川村（実務：田・中）

※皆で。

⑨環境保護支援活動（要請に応じて：参加可能な方がいたら支援していく。）

実施日 実施内容 場所等

6 月 マダラナニワトンボ生育池の保護活動 高根ミクリ池、松ノ平池

9 月 同上 同上



現在： 11月19日

１　一般会計

比　較

　１　会  　 費
△ 14,000

△ 55,880

70,000

880

1,000

　　　　　　　　　※　58名×1500円＝８７，０００円(+29000円）

比　較

30,000

6,000

△ 7,000

①研修費 △ 5,000

②観察会 0 観察会保険料（下見会通年分含む）7,500円

③会　 報 △ 2,000

④調査費 0 パインバレーの調査 保険料（16回）

　４  雑　    費 △ 28,000

0

1,000

２　基金特別会計

比　較

△ 10,000

　２　繰 入 金
0

△ 10,000

比　較

70,000

70,000

※　　１１５，０００円　－　７０，０００円　＝　４５，０００円
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観察会 案内・要項印刷、謝礼等

１　繰 出 金 0 70,000

合　計 0 70,000

125,000 115,000

　(2)　支出の部　

区　　　分 前年度予算額 今年度予算額 説　　　　　　明

　１　繰 越 金 125,000 115,000

0 0

　(1)　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　 　　　　　       　　　　　　　　　　　      　　　　(単位：円)

区　　　分 前年度予算額 今年度予算額 説　　　　　　明

　５　予 備 費 2,000 2,000

合　計 139,000 140,000

30,000 2,000 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ維持費は2028年度に支払予定（3年分）

12,000 12,000

16,000 14,000 会報第６３・６４号印刷代　

18,000 18,000

　３　事 業 費 76,000 69,000

30,000 25,000 講演会及び研修・講習会等経費

　２　会 議 費 1,000 7,000 会議費　7月1日以降会場費が必要

　(2)　支出の部

区　　　分 前年度予算額 今年度予算額 説　　　　　　明

　１　事 務 費 30,000 60,000 通信費及び会議資料等消耗品費

寄付・観察会残金等

合　　計 139,000 140,000

  ３　繰 入 金 0 70,000

　４　雑 収 入 5,249 6,129

２０２６年度　いわふね自然愛好会会計　予算書（案）

　(1)　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　 　　　　　       　　　　　　　　　　　      　　　　(単位：円)

区　　　分 前年度予算額 今年度予算額 説　　　　　　明

　２　繰 越 金 61,751 5,871 前年度繰越金   

72,000 58,000 ５８名×１，０００円

　　　　　　　　　　　       　　　　　※既入金　４名
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⑶ 第 3 号議案 2027 年度からの会費について（案）
〇事務局から会費の増額を提案する。1,000 円会費を 2000 円にする。
（理由）

1 2025 年の決算報告ですでに特別会計から借りてきている。（10,000 円）
2 事務費が上っている。（郵送費、消耗品等）
3 ７月以降、会議等で必要な社会教育団体でも会場費が出費しなければならなくなる。

（今までは社会教育団体だったので無料の優遇を受けていた。）
などの理由で増額しないと活動が縮小されるから。

具体的に示す。（参考資料の予算書などから）
１ 2025 年度決算報告より

一般会計 ⑴収入の部 繰入金に 10,000 円 （特別会計より借りてきている）
（以下は予想となる）

２ 2026 年度 予算案より（会費 1000 円の場合）
一般会計 ⑴収入の部 繰入金に 70,000 円 （特別会計より借りてきている）

3 2027 年度 予算書（参考資料）より（会費 2000 円の場合）
一般会計 ⑴収入の部 繰入金に 0 円（特別会計に 10,000 円繰り入れられる）

〇会費を増額しない場合
1 特別会計から借りてきて、なくなるまで使い、それから増額する。すると、急遽の出

費に対応できなくなる可能性が大きい。
（2～3 年で増額しなければ維持できない。）

2 会報を出さない、あるいは減らす。（これはだいぶ経費削減になる。（印刷代、郵送料
等）1 号減らすと（5000 円＋郵送費）程度の経費削減となる。

3 ホームページを止める。（３年で 34,848 円 １年では 11,616 円）
  ※連絡等はメールでもやっているが、外部の方へのメッセージにもなる。いわふね自然

愛好会を外部に示す大切なものと考え、ホームページを開設した。
4 パインバレーのような調査を実施しない。（保険料で 12,000 円削減）

（ただ、山居山の調査では参加者のべ人数は 98 人に上っている。）
5 観察会など活動を縮小する。
6 寄付を募る。
7 郵送をやめて、前のように配布網を作って配ってもらう。

車で事故があった場合、たぶん本人の責任となろうが、会として、申し訳ないのでは
ないか？

8 紙でほしい人には郵送料として、1000 円をいただく。

採決（全員一致が良いが、多数決とする。）※増額の場合は 2027 年度からとなる。
〇 会費を 2000 円とする。（活動はほぼ今まで通り。無駄は省く。）
〇 会費は 1000 円のまま維持する。



  １　一般会計

比　較

△ 55,880

0

11,000
　　　　　　　　　

比　較

30,000

6,000

△ 7,000

①研修費 △ 5,000

②観察会 0 観察会保険料（下見会通年分含む）7,500円

③会　 報 △ 2,000

④調査費 0 パインバレーの調査 保険料（16回）

　４  雑　    費 △ 28,000

10,000

0

11,000

２　基金特別会計

比　較

△ 10,000

　２　繰 入 金 10,000

0

比　較

0

0

※　　１１５，０００円　+　１０，０００円　＝　１２５，０００円
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合　計 0 0

　４　雑 収 入 5,249 28,129

　(2)　支出の部　

区　　　分 前年度予算額 今年度予算額 説　　　　　　明

１　繰 出 金 0 0

0 10,000

125,000 125,000

　(1)　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　 　　　　　       　　　　　　　　　　　      　　　　(単位：円)

区　　　分 前年度予算額 今年度予算額 説　　　　　　明

　１　繰 越 金 125,000 115,000

　５　予 備 費 2,000 2,000

合　計 139,000 150,000

　５　繰 出 金

18,000 18,000

観察会 案内・要項印刷、謝礼等

16,000 14,000 会報第６３・６４号印刷代　

12,000 12,000

30,000 2,000 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ維持費は2028年度に支払予定（3年分）

0 10,000

　３　事 業 費 76,000 69,000

30,000 25,000 講演会及び研修・講習会等経費

　２　会 議 費 1,000 7,000 会議費　7月1日以降会場費が必要

　(2)　支出の部

区　　　分 前年度予算額 今年度予算額 説　　　　　　明

　１　事 務 費 30,000 60,000 通信費及び会議資料等消耗品費

郵送料負担金　21名×1000円

合　　計 139,000 150,000

　２　繰 越 金 61,751 5,871 前年度繰越金   

  ３　繰 入 金 0 0

22,880
寄付・観察会残金等　7,129円

５８名×２，０００円
　　　　　　　　　　　   　※既入金　４名

72,000 116,000 44,000

２０２７年度　いわふね自然愛好会会計　予算書（参考資料）
(会費2000円とした場合）

　(1)　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　 　　　　　      　　　　　 　　　　　　　　　　　      　　　　(単位：円)

区　　　分 前年度予算額 今年度予算額 説　　　　　　明

　１　会  　 費
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いわふね自然愛好会規約

(名称)

第１条 本会の名称は、いわふね自然愛好会と称する。

(目的)

第２条 本会は、会員相互で親睦を図り、自然を探求し、会員の自己の能力・資質の向上を図り、

かつ自然保護思想を啓発することを目的とする。

(会員)

第３条 本会の会員は、いわふね自然愛好会の趣旨に賛同し、得意分野の研究・活動に努める。

２ 入会は、村上市・岩船郡内外を問わず、自然に興味と関心を持つものが入会できる。

３ 入退会の場合は、会長又は事務局に申し出て、会長の許可を得なければならない。

                                 承認を得る。

(役員)

第４条 本会は、次の役員を置く。

    会長 １名  副会長 ２名   事務局 (事務局長 １名 会計 １名 会報 1 名 事務局員 2 名)

    幹事  若干名    監事 ２名

(役員の選出及び任期)

第５条 役員は、総会において会員相互により選出する。

２ 役員の任期は２年とし、ただし、再任は妨げない。

３ 役員に欠員が生じ補充が必要な場合は、役員会の承認を得て会長が委嘱する。

(役員の職務)

第６条 役員の職務は、次のとおりとする。

(1) 会長は、会務を総理し、会を代表する。

(2)   副会長は、会長を補佐し、会長事故ある時はその職務を代行する。

(3)  事務局長は、本会の事務を総括し、事務局は事務局長の指示により事務を執行する。

(4)  会計は、本会の会計業務を執行する。

(5)  会報は、本会の会報発行にあたる。

(6)  幹事は、本会の運営にあたる。

(7)  監事は、本会の会計を監査する。

(8)  会長を除く各役員は、本会運営のため、必要に応じてそれぞれ兼務することができる。

(顧問及びその職務)

第７条 本会に、顧問を置くことができる。

２ 顧問は、会長が委嘱する。

３ 顧問は、会長の要請により意見を述べることができる。
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(総会)

第８条 総会は、年１回行う。

２ 総会は、会長が招集する。

３ 総会の議事の決定は、出席会員の過半数以上で決し、可否同数の時は議長がこれを決する。

４ 総会は、会の運営に関する事項を審議し、議決する。

(役員会)

第９条 役員会は、事業の執行に関わる事項を計画する。

(会計年度及び会費等)

第 10 条 本会は、活動維持の目的で会費を納入しなければならない。

２ 事業年度及び会計年度は、毎年１月１日から 12 月 31 日までとする。

３ 会費の年額は、一人 1,000 円とする。

４ 会員は、会計年度の初めに会費を納入しなければならない。

５ 年度途中の退会者は、すでに納入された会費は返金しない。

６ 督促をしても、なお当該年度の会費を納入しない時は、翌年度から会員の資格を失う。

  ただし、翌年度の総会までに納入した場合は、この限りでない。

７ 会計報告は、年１回行う。

(事業)

第 11 条 本会の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1) 自然観察会を行う。

(2) 研修と親睦会を行う。

(3) 地域の自然保護活動を進める。

(4) その他、本会の目的達成のために必要な活動を行う。

(委任)

第 12 条 この規約に定めないことで疑義が生じた場合は、役員会でこれを協議する。

(規約の改正)

第 13 条 規約の改正は、総会において決する。

      附 則

１ この規約は、2004 年 5 月 16 日から効力を発する。

２ 会の所在地は事務局長宅に置く。 （今までは事務局は事務局長宅に置く。）

３ この規約は、2007 年 1 月 28 日から効力を発する。

４ この規約は、2008 年 1 月 26 日から効力を発する。

5 この規約は、2025 年 1 月 20 日から効力を発する。



                              2026 年 1 月 31 日

2026 年度アカハネバッタ保全活動計画（案）

いわふね自然愛好会

１ 目 的   アカハネバッタの個体数調査と生息地の環境保全の活動を行う。

２ 具体的活動 ①アカハネバッタの個体数の継続調査を行い、保護活動に役立てる。

②プラゴミ拾いなど生息地の環境の保全活動を行う。

③その他。

３ 活動予定日  各月の第 1（または 3）週の水曜日に実施（天候によって前後に変更しま

す）

① について；環境省の許可を受けた少人数で実施（5～9 月に各 1 回）

② について；学校・地域などのボランティアを含め、幅広く開催（10/1）。
③ その他

４ 場所・時間 塩谷海岸（集合：海岸駐車場, 活動 9:00～10:30, 10 分前に集合）

５ 連絡網       実施の 1 ヶ月前に、事務局から案内状を配布する。

６ その他   ・服装など：帽子、作業しやすい服装、長靴、手袋（背抜）.持物：水筒

・プラゴミ拾いは、森林管理署・県環境対策課・地域振興局港湾課・村上

市生活環境課などの関係機関と連絡をとり、会員の他、地元小学校、塩

谷集落などボランティアの参加を募集し、幅広く行う。

・ゴミ袋や火バサミなどは、担当者が準備する。

        ・計画の詳細は、事務局と連絡を取り合って担当者が立案する。

        ・状況に応じ、環境省とチョウ類保護協会と調整を図りながら進める。

いわふね自然愛好会

担当：富樫

  〒958-0213 村上市早稲田 1962-47
℡・Fax 0254-73-1348

   E-mail：sph43t89@ozzio.jp


